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インドヘのまなざし
（2）
トーマス画コリヤットの手紙
難波美和子
　イングランド，サマセットシャー一，オドカムOdc㎝lbe出身のトーマス・コリヤッ
トThomas　Coryat（またはCoriat）（1577－！6！7）は！6！2年10月に，東方への旅に出
発した。彼は国王ジェームズ1世の息子ヘンリー王子の宮廷の一員であり，人魚亭
Marma1d　Tavemの常連からなるSirenical　Gent1e㎜㎝の一員，そしてベンジャミン・
ジョンソンBenjamin　Jら㎞s㎝，ジョン・ダンJo㎞Domeらとも交友のある当時の
文人の一人だった1。
　彼は読書や詩作，議論ばかりではなく，外国を実見することに関心を持っていた
と思われる。それはまた，文人として体験を著述することだった。コリヤットはす
でに，1608年にヨーロッパ諸国を旅し，その見聞記を1611年に出版していた2。こ
の本は好評を博したらしく，同年のうちに補遺が出版されている3。次いで，彼は
より遠方の見聞を得て，それを出版するという意図を実現するために，東方への旅
に出たのである。彼はまず海路でコンスタンティノープルC㎝stantinople4へ向かっ
た。そこから同国人たちと共に聖地the　Ho1y　landを旅して，アレッポAleppo，ダ
マスカスDamascus，エルサレムIerusa1em（Jerusa1em）等の都市を巡った。しかし
彼はこうした聖地巡礼を終えると，一行と分かれてアレッポAl1eppoからペルシア
を経てムガールM㎎ha15朝下の北インドを目指す旅を続けたのである。
　イギリス東インド会社6は1600年の特許状によって成立し，ポルトガルやオラン
ダと競合しつつあった。会社はムガール宮廷に社員を常駐させ，商船を往来させて
いた。もしコリヤットがインドヘ行くことを目的としていたのであれば，このよう
な船を利用する可能性もあったはずである。しかし，彼は陸路を選んだ。その理由
は，目的の一つが聖地巡礼であり，また，彼がメソポタミアからペルシアの地域を
踏破することを望んだためであろう。それでも，彼はインドに到着後は東インド会
杜の駐在員に保護を求めることが出来，そのことを承知していた。この点で，彼は
明らかにラルフ・フィッチRalph　Fitchとは異なる状況にあった。
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　そしてまた，彼は商人ではなかった。彼は帰国後に，訪れた国々の見聞記を出版
するために旅をし，観察し，記録した。彼は信心深いクリスチャンであったことが
手紙から窺えるし，イスラム教徒との宗教問答も辞さない人物だったが，宣教を意
図していたわけではない。彼は，商取り引きも宣教も目的とせず，好奇心を動機と
して，その表象を目的として，インドに向かったのである。このイングランド人の
文人には，インドはどのように映り，彼はそれをどのように表象したのだろうか。
　しかし，彼は1617年12月に，キャンベイCambey湾に面するスーラトSuratで亡
くなり，友人たちに約束した旅行記を出版することはなかった。その代わり，彼が
友人や母に宛てた手紙が16！6年と1618年にパンフレットとして出版された。そこに
は彼が著作で初めて明らかにするつもりで述べなかったこともあるだろうが，コリ
ヤットがインドヘの旅と滞在をどのように伝えたかを読み，彼が何をどのように見
たのか，そして，ロンドンの出版者がいかなる形を与えたか読み解いてみよう。
　資料は，G舳伽〃γo㎜伽C㎝竹〃伽oγθαf〃og〃，！616。と帆丁ん㎝α∫C。γ｛α川
〃3〃θ〃8伽肋肋〃∫舳〃んμ舳慨1618であるが，後者についてはリプリント
版が入手できず，出版の体裁なども不明である8。従って，前者を中心に述べるこ
ととする。
　　　　　　　　　　　　《ムガール宮廷からの手紙》
　16ユ6年に出版されたパンフレット『卜一マス・コリヤット，イングランドの文人
にして我が王国の紳士である旅行者，その同郷人への手紙，特に毎月第一金曜日に
ブレッドストリートBreadstreetの人魚亭に集うtheSireniacallGent1emenへの手
紙。東インド，アジメール市なる大モグールMogulの宮廷より』はタイトル・ぺ一
ジと「読者へ‘to　the　Reader’」，扉絵を除いて56ぺ一ジの冊子である。タイトル・ぺ一
ジには象に乗った人物が描かれている（図2）。「読者へ」に続いて二枚の木版画が
あり，一枚目は森の申を杖をついて歩く人物で，長い髭を生やし，老人のようであ
る（図3）。二枚目はタイトルーぺ一ジと同じもので，下に賢者our　wits，すなわ
ちコリヤットであることを示すコメントが付けられている。同一の画は本文の27
ぺ一ジでも用いられている。
　このパンフレットには，四通の手紙が含まれている。順に挙げると，（1）サー・エ
ドワード・フィリップスsir　Edward　Phmips宛　（2）Maister　L．W．宛　（3）詩人諸氏
Sireniaca1Ge耐1emen宛14）母hisMother宛，である。これらはいずれもインドの
アジメールAsmer（Ajmer）gで書かれた。「読者へ」がコリヤット本人によるもの
かどうかは不明である。しかし，彼が不在の間に，手紙を編集して出版されたこと
を考えるとおそらく出版社のものと考えられる。
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以下，四通の手紙で用いられた表象を順次，検討してみる。
《騎士田奮己録長官、サー・エドワード。フィリップス閣下へ，チャンセリー。レイ
ンC舳ncery↓a鵬もしくはワンステッドW帥st鯛dの自宅宛て》
　この手紙には，1615年聖ミカエル祭（9月29日）の日付がある。フィリップスは
コリヤットの名づけ親の息子であった。この手紙で，彼に対してコリヤットは旅に
関する説明や感想などを述べていない。四通の手紙は同じ便で送られたため，コリ
ヤットは繰り返し書くことを避けたのである。フィリップスの秘書であり，自分の
友人であるホウィテイカーWh1takerへの手紙に最も詳しく書き，他の人々にはホ
ウィティカーから聞いてくれるように，と頼んでいる。従って，この手紙はフィリッ
プスヘの挨拶，無事であることを神に感謝する言葉を述べるものである。だが，こ
こにはコリヤットの性格や，この旅に対する彼自身の見方が述べられている部分が
ある。
　コリヤットは自らWitsと自認し，自負の強い人物だったようである。彼は自分
を次のように表現する。
　．．I　belleue　you　wH1doubt　whether　this　bee　the　true　hand－wr三ting　of　your　once0伽o洲加α舳
〃θ｛gんbo篶丁加α伽α3Coびα肋．Bu童your　honour㎜ay　soo列e　very　infa1libly　and　apparallt1y　per－
ceiue　iセto　be　true；partly　by出e｛orme　of　tl－e　style，which　is　iust　answerab1e　to　that　manner
of　speech　that　you　haue　heard　and　obserued1n　me，sometimes　in　my　Linsie－woolsie　Ora一
tions；and　somtimes　in　my　extrauagant　discourses：．．．．（pp．2－3）
　Yea，I　hope　my　generall　countrie　of　Eng…and，shaH　one　day　say，that　Odde－combe，for　one
part　of　the　word，may　truelie　be　so　caHed1．．．for　breeding　an　odde　man，one　that　hath　not　h三s
peere　in　the　who呈e　kingdome　to　match　hinl．（p．5）
　そして彼は東方への旅が，自分がすで身につけている四つの言語（イタリア語，
アラビア語，トルコ語，ペルシア語）と’the　most　re㎜arkab1e㎜atters’の探究者とし
ての正確な視線とによって「うぬぼれ抜きに」多くのものを得ている，という1O。
彼のことをエドワード・テリーEdward　Terryは「貧欲な眼の持ち主」11であると
述べ，コリヤット自身が述べるように，諸言語を身につけていたことを認めている。
コリヤットは宣教の必要から言語の習得の必要を感じていた宣教師たちとは別に，
西アジアの言語が話せることの意義を明確に意識していたと思われる。彼は他者性
を，言語の違いによる意志疎通の困難と結び付けていたのである。彼は「何語で」
会話したかを重視した点で，先に読んだフィッチとは異なる認識方法を身につけて
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いたことが考えられる。
　彼はインドヘの旅をヨーロッパ諸国の旅に続く，第二の旅とみなしている。「東
インド」が地理的認識のみならず意識の上でも連続している表れであろう。しかし
同時に，彼はこの旅をユリシーズUlySSeS（V1ySSeS）の旅に比してもいる。ユリシー
ズのように十年を旅に過ごすと述べることで，彼はそれがあたかも異界遍歴である
かのような趣を感じていた，あるいは仮想していたのではないか。この手紙の時点
で，彼の旅は三年を経ていたのだが，「ユリシーズに匹敵しうるように，後七年を
Stra㎎e　COuntrieSを見るために過ごす」；とを表明している12。彼はその体験をユ
リシーズが自分の冒険をパイアーケスの王宮で語ったように，ロンドンの人魚亭で
で語ることを考えていたのだろう。そのためにも，彼にとって東方の国々は語るべ
き何かでなければならなったのではないか。それが手紙を委ねる人物を「the　court
of　the　most　puissant　monarch　the　Great　Moguiに滞在する商人」と紹介し，自分が
滞在する場所を‘this　glorious　court　of　the　Moguピと述べることは，故国に知られて
いない国の勢力を説明するだけではなく，語るべきものであることを明示する作用
を持つのである。語るべきことは以下の手紙に書かれた。
　　　　　　　　　　　　　《最愛の友，L．W．氏へ》
　L．W．すなわちローレンス・ホウィティカー宛の手紙は匹1通の中で最も長い。
ユ6ユ5年9月29日の日付で書かれた後に追伸が書かれた。この手紙から，コリヤット
がアレッポから友人たちに手紙を出していたことがわかる。従って，ここではそれ
以降の旅とアジメールでの滞在について主として語られる。ここで述べられたコリ
ヤットによるインド表象を第二のパンフレットも参考にしながら見ていこう。
　コリヤットは北シリアのアレッポを出発し，ユーフラテスE岬hrates河を渡った
が，河を下らず，北東へ向かい，タブリーズTabriz（Tauris）から南東へ転じてイ
スファハンEsfah脳（Spahan）から東へという道筋を辿っている（図ユ）。後の母
への手紙の中で彼は，目的地へ向かうキャラヴァンを見つけるために待って過ごす
時間が多かったと述べているので，この経路はある程度彼白身が意図したものと考
えられる。インドヘ向かうのであればフィッチらのように，ペルシャ湾に出て海路
を選んだ方が容易だったと思われるが，彼は陸路，特にかなり迂回する遭筋を取っ
た。
　まず彼は’the　noble　riuer莇伽αfθ∫’を’the　cheefest　of　ali　that　irrigated　Paradise，
wherehence，asfrotheirorigina1，thethreeotherriuerswerederhled’13として捉えて
いるように，中世的地理観を示しているし，‘Vr　of　the　Chaldeas，where　Abraham
was　bomlMへの到着を述べている。見たいと思っていたAbrahamの家は破壊され
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ていて見ることが出来なかったのだが。この他にもコリヤットはこの地域では同時
代の地名や状況よりも聖書や古典書の著述を重視しているようだ。それは例えば，
次のような書き方に現れている。
．．heretofore　called　Ecわα1α舳，the　sommer　seate　of　Cツ削8h1s　court，一．．、now　caliedγ伽〃∫、．．．．
（P．12）
　．．a　citty　that三n∫〃αわo∫time　was　ca1ledλγ∫αむ｛α1r1〃θ〃αthe　higher，now　Cα8あ伽．once　the
roya1丑seate　of　the　Tαγ‘αγ｛α〃Princes，．．．．（P．13）
．一．from∫〃〃αinto　the　countrey　of∫cコ肋｛α，now　ca1ledγα竹αγ｛、to　the　Cittie∫α閉ακα〃dα．．．．
（P．51）王5
　彼にとってはこの地域は何よりも先人によって記述された土地であり，聖書やギ
リシア，ラテンの著作に述べられた領域を辿ることが彼の目的であった。それが彼
の目的の一つだったのだろう。しかし存在の正当性は，現前するものにではなく，
彼が身につけてきた古典の方にあるのが彼の意識である。彼が見ることを欲したも
のは，かつて叙述されたものの現在の姿ではなく，かつて叙述されたもの自体だっ
た。彼の旅は過去を指向している。
　しかしインドに入ると，こうした古典の裏付けは必ずしも存在しなくなる。また
コリヤットがこの手紙を書いているアジメールのムガール宮廷は現在，自分の眼に
よって説明するほかないものだった。それでもインドにおいて彼の古典への指向が
消えているわけではない。機会があると彼の意識は古典に典拠を求めることにな
る。16
　．．．the　famous　Riuer∫”d刎∫、．．．his　origina1l　out　o｛the　mountaine　Cα〃cα∫〃∫，so　much　enno－
bl・dbyth・…i・・t，b・thP・・t…dH1・t・・i・g・・ph…，0惚伽れα舳θ；．．．．（P．14）
　I　haue　beelleむn　a　Citie三nセhis　Countrie，ca11ed　Detee17，whereλ1鮒α〃伽γ乞he　Great　ioyned
batteH　with　Po閉∫，K．of1〃伽α，and　conquered　l－1m；and三n　token　of　his　victoric，erected　a
brasse　p川ar，which　remaineth乞here　to　this　day．（p．29）
　更に，ラホールLahorとアーグラーAgraの間の地域の山申の住民について，兄
弟による一妻多夫の習慣を述べるとき18，コリヤットはストラボンStraboのアラビ
ア・フユリクスArabia　Felixの記述を思い出すのである。彼は見知らぬものに出
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会った時，古典に典拠を見出して未知のものではないと安堵するという心理作業を
行っていたように思われる。コリヤットはトルコやペルシアには説明的な形容詞を
ほとんど付けていないのだが，最初にインドに言及するとき，‘a　iarge　tract　of　the
mb1e　and　renownd〃｛α11gと述べることは，「知られていない」が「未知のもので
はない」という彼の意識が反映しているように感じられる。先人によって言及され
ているからこそ，語るべきものなのだ。
　彼はジャハンギールJaha㎎irに対するペルシア語の演説の中で，旅の目的を「第
一に君主に会うこと，第二に象を見ること，第三にガンジスGa㎎es河を見ること，
第四にタンバレインTamberlineの墓を見ること」20としている。これを単純に受’
け入れることはできないが，彼の旅が好奇心に基づくものであることを示’している。
そして手紙の中に書かれた事柄は，その言葉を証拠立てている。
　コリヤットは宮廷に出入りできることを友人に向かって誇り，君主自身に関心を
示している。当時の君主21はジャハンギールであり，コリヤットはその実名セリム
Selimで記録している。彼によって表象されたジャハンギールは「肌の色は黒くも
白くもなく，……オリーヴ色としか説明でき」ず「身長は私くらいで，とても太っ
ている」。「その日常は華麗」で，「毎年，黄金の秤で体重を計り，神聖さを保つ。
そして貧しい人々に施しをする」22。そしてまた，「千人の女性を抱えており，そ
の最高位（彼の皇后）はNorma1という」23ことを伝えている。第二のパンフレッ
トの中のジャハンギールに反抗した皇子ホスローKhusr肌（Cursaroo）の処罰につ
いて記録するなどから，コリヤットが宮廷政治に関する話題も集めていたことが窺
える。ただしムガールと周辺の勢力との関係をどのように捉えていたかはよくわか
らない。アジメールでの一年を越える滞在の間に，‘the　lndostan，the　bu1gar1an－
guage　spok㎝in　East－India’24を身につけそれをおそらくガンジス河への旅で役立て
たが，コリヤットはインドでも，宮廷を中心とする世界に生活する意識を持ってい
たようだ。国家の中心としての宮廷から，国全体を見渡す中央集権的な意識を彼が
持っていたと断言しないまでも，彼が君主を，フィッチよりも重視していたことは
確かだと思われる。
　彼もまた，インドの繁栄と土地の広大さを記述する。ラホールは「世界最大の都
市の一つ」であって，コンスタンティノープルよりもはるかに大きく25，アーグラー
と呼ばれるanothergood1ycitieはラホールよりも大きい。「高名な都市」ラホール
からアーグラーへの地域は「見たこともないほど美しく平ら」で「土地の平らな様
ほど印象的なものはない」し，「かつて楽園が存在したバビロニアBaby1㎝iaを除
いて，ここより豊かな土地はない」26という具合であり，「彼（theMogul）の歳入
は4000万クラウンであるのに対してトルコ（王）は1500万，ペルシア（王）は500
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Besides other rarities that they carried with them out of India, they had two elephants 
and eight antiops, whlch were the first that ever I saw; but afterwards, when I came to the 
Moguls court. I sawe great store of them. (pp. 15-16) 
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~V>~). 
Hee keepeth abundance of wilde beasts, and that of divers sorts, as lyons, elephants, 
leopards, beares, antlops, unicornes; whereof two I have seene at his court, the strangest 
beasts of the world. (pp.24-25) 
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~"~;Z~~~V'~) a)i~~5;~~ ~ < ~~ ~~);~) ~ ~~. ~~~fr)J}COV'C, ~.*f}C'4~i~l~~~~~~~~~ 
~t~)t~{1 I~~~~~;-~xe~~ J~ ~ eC.*~!.~･tL~). 
Twice every week elephants fight befol~e him, the bravest spectacle in the worlde. many 
of them are thirteene foot and a halfe high; and they seeme to justle together like two little 
mountaines, .... Of elephants the King keepeth 30,000 in his whole kingdome at an un-
measurable charge;..., (p.25-26) 
;~IO)'~* ~:~~ ~ ~~l~ ~~O) ~ ~ , ~: < O)~~~) ~). 'I have rid upon an elephant since 
I came to this court, determining one day (by Gods leave) to have my picture ex-
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pressed　in岬亘1ext　booke　sitting　upon　aH1epha－lt．’2gこの意志を受けて，出版者は
このぺ一ジに象の上に乗ったコリヤットの画を掲げたのである（図2）30。また彼
はある王からムガール王への頁物の中でも，特に象とその飾りの豪華さを記述して
いる31。ここで象はインドの代表的な動物であることと共に，ムガールの経済的，
軍事的権力を証すものとして表象されている。
　次いでコリヤットはガンジス河を見ることを目的の…つに挙げている。ホウィ
ティカー宛のこの手紙は，始め，ガンジスヘ行ってから，この地を去るつもりであ
るという言葉で結ばれており，彼はこの河を’the　captaine　of　al1the　r1ver　ofthe
world132と呼んでいる。プトレマイオスPtolen1yの地図にも描かれた有名な河とし
て，彼が以前からその名を知っていたことは間違いない。彼のガンジスヘの旅は
16ユ7隼に母宛てに書かれた手紙の中で述べられている。彼は河で行われるある祭り
を見，河への供犠のもようを観察した。彼はこの時，感動と同時に嫌悪感を表明し
ている。すなわち，‘thememorablemeeti㎎ofthege舳epeop1eofthisc㎝ntry，ca1－
led　baiens’と述べ，祭りについて‘Such　a　notab1e　spectacle　it　is，thatΩo　Part　of　aH
Asia1と言う一方で，‘superstitionandimpietymostab㎝1｛nableinthehigestdegree
of　these　brutish　ethinicks1として否定するのである33。このアンビヴァレントな態度
は，フィッチにも共通して兇られた。
　このような場面を除くと，彼の宗教的態度は一貫しているようだ。彼はキリスト
教徒としてイスラム教には否定的であるが，イスラム教徒から「不信心者」と詰ら
れたことに対し，両者には本質的な差異はないという論法を用いる。キリスト教が
より純粋な教えであると説くのではあるが36。その立場において，彼はジャハンギー
ルを好意的に見ている。彼によると，このムガール王は他のMah㎝一etan　princesと
は異なり，Isazaret　Eesa，the　Great　Prophe〕esusを敬っている。後の母への手紙に
添えられたムルタンMtlltan（Mo1tan）での宗教問答の説明で，彼はムガール領で
は他のイスラム教国よりもキリスト教徒が自由に話せる，と述べている35。しかし，
コリヤットはムガールのこの寛容さの背景にある多数のヒンドゥー教徒の存在には
目を向けてはいない。彼は果たしてキリスト教国におけるイスラム教徒の信仰の可
否，そして当時のイングランドにおけるカソリック信徒の問題をそこから考えたか
どうかは疑問である36その点に感銘を受けているというより，当然の権利とみなし
たのではないか。
　そしてガンジス河を訪れた後，彼は帰途につくつもりであった。しかし出発が遅
れ，その間にジェイムズ1世の国書を携えた大使トーマス・ローTh㎝las　Roeの船
が到着し，コリヤットはその報せも追伸として手紙に書き記した37。
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　　　　　　　《尊敬すべき友愛会員Si峨ia鵬1Ge舖1em釧へ》
　この手紙もフィリップスヘの手紙同様，挨拶を中心としたものである。ここでも
インドは具体的に描写されてはいないが，やはり彼の態度を反映した表現も見られ
る。友人たちは彼を通じて遠い東洋の国を知ろうとしており，彼はそれに応えよう
としている。
　．。the　most至amigerated　regioI，of　al1the　East，the　amp1e　and1arge　lndia；assuring　my　selfe
that　because　I　am　not　able　to　requite　your　love　with　any　cssentiall　gratulations，other　then
verball　and　scripta11，you　w三1as　lovingly　entertaine　my　poore　letters，beeing　the　certa三ne
manifestation　of　an　ingenious　min〔ie，as　if三shou1d　send　unto　you　the　minerall　riches　or
d・・ggesofth…bl・・…t・y．（PP．38－39）
　その約束は帰国の予定とともに述べられる。この中ではコリヤットはインドから
ヨーロッパヘの経路を述べず，ギリシアからイタリアに掛けての地域を巡る予定を
上げている。特にヴェネツィアVeniceの再訪を楽しみにしていたようだ38。彼は
帰国を考え，改めて旅の長さ，語るべき物事の多さを考えたようで，次のように述
べている。
　．and　the　manifo1d　occurrences　and　observations　of　speciall　worke3g　in　this　vaste　tract＝
for　it　wo1d　be　such　a　fastidious　discourse　thaいt　could　not　be　we…comprehended　in　a　large
・h・・t・・fp・p・・．（P．41）
　とはいっても，彼はホウィティカー宛の白分の手紙が伝え得ることは伝えている
という自負も持っており，「もう一度手紙を書くとしたら，それはCrambebisCoc－
ta‘キャベッを二度煮る1ことを示すことだ」ともいう40。即ちコリヤットがホウィティ
カー宛の手紙を彼のインド表象として纏まったものと考えていたことがわかる。
　そして彼は誇らしげに自らを‘theHieroso1ymitan－Syrian－Mesopotam1aΩ一Amenian－
Median－Parthian－Persian－IndianLeggestretcherofOdcombinSomerset’と名乗る41
が，それは単にそのような旅をなし遂げたというだけではなく，彼の古典の著作へ
の指向から想像するに，それを文字によって残したということも含まれているはず
である。
　　　　　　　　　　　　　　　《愛する母へ》
　母親への手紙には簡単に，旅の道程とその様子が述べられている。聖地の各地を
巡ったこと，そして天国の水であるユーフラテス川を渡り，エルサレムから2700マ
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イル離れたアジメールまで徒歩で，そして元気に到着したことを告げる。彼は「キャ
ラヴァンの一」員として安全に旅し」，「キャラヴァンは多くの人間がラクダ，馬，ラ
バ，ロバに荷物を乗せて行き来している」と説明している。特にイスファハンから
アーグラーへの旅では‘thecaravan．．．c㎝tained2000camels，1500horses，1000and
odde　mules，800asses，and　sixe　thousand　people．’という42。この数字がそのまま信
用できるとは思えないが，極めて大規模なキャラヴァンが両所を往来していたこと
を示していよう。
　そしてやはりムガールでの事柄は述べず，帰国に筆を移す。彼はここでも更に七
年の間，旅を続けることを述べ，その計画を，まずサマルカンドSamarkand
（Samarcanda）を訪れ，その後，バビロンBabilonやニネヴェNineve（舳一ivy），
アララト山Araratといった，往路で訪れられなかった聖誇に登場する土地を訪れ
るとしている。この手紙で，コリヤットは白分の帰国を待っているだろう母の気持
ちを思いやり，また自分の帰国まで元気でいてほしいという願いが読み取れるので
ある。
　　　　　　　　　　　　　《書かれなかった旅行記》
　しかし，コリヤットは15ユ5年秋の予定にも関わらず，更に一年以上，アジメール
で過ごす。その理由を，彼は至616年10月の母への手紙の中で，言語習得の目的と経
済的事惰によるとしている。その聞に彼は土地の言葉を身につけ，また王の前でペ
ルシア語で演説を行った際に金を授けられるなどのことがあり41，旅を続ける経済
的用意は整ったという。サマルカンドヘ行ってティムールの墓を見るという希望は，
ジャハンギールとタルタリアの君主たちTartariaηPrincesの不和から中止するよ
う勧告を受けていた44。結局彼はしばらく大使ローのペルシアヘの出発を待って行
動を共にした後，彼らと分かれて，スーラトで1617年11月に亡くなったのである。
彼は，海路を取るよう計画を変更したのだろうか。
　第二のパンフレットは16！8年の出版である。それはアーグラーで書かれた母親宛
の手紙で，そこにはアジメールに留まっていた理由を述べたほか，次のような文書
が含まれている。ジャハンギールに対するペルシア語の演説文とその英訳，イタリ
ア語で行ったイスラム教徒に対する反駁の演説文の英訳，ガンジス河を訪れた際に
見たもの，そして相互に関連のないエピソードがユ2件。その中には，前に挙げた，
反ジェスイット的な意見，ホスロー皇子の話，ムーアの王が密かにキリスト教に改
宗した話などがある。また，その他，アクバルAkbar（EcbarSha辻igh）が魔法を使っ
た話45，ポルトガルからの危険を予言された話，王の恵み深さなどの話がある。こ
のパンフレットには，ラクダに乗ったコリヤットの木版画が付けられていた。
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　錦一のパンフレットについて見たようなコリヤットの世界把握の方法，インドの
事物の描写と，第二のパンフレットの概観からすると，どのようなインドのイメー
ジが描き出されたと考えられるだろうか。
　まず，東方への旅を過去への旅と位置づける認識である。コリヤットにとって，
東方と聖書や古典古代とのあいだには明確な連続性が見られる。この意識はフィッ
チには見られなかったもので，コリヤットのギリシアやラテンを通じた学問教育に
よって持ち込まれたと推定できる。他方，出版業者によって附された木版画は，読
者に対してインドの怪物を和らげられた形ではあるが，印象づける。つまり，巨大
な象と，牙があり，肉食獣の顔をしたアンテロープ，馬の身体に角を生やした伝統
的なユニコーンである（図4・5）。これは，画が，言葉が表していないものを表
象した例である。この画は明らかに，現前したインドではなく，ヨーロッパの伝統
によって生み出された表象である46。表象はその背後に自文化を根強く引きずって
いるのだ。この時期，ロンドンにはインドから帰国したイギリス東インド会社の社
員がおり，動物を実見していた可能性が高い。しかし，出版業者は図版を既存の書
物から引用するという方法を選んだのである。
　自文化表象の根強さを，もう一つ，ムガール王の表象の仕方に見ることができる
だろう。第一のパンフレットの第二の手紙によれば，ペルシアのかなたのムガール
王は白人でも黒人でもなく，トルコよりもペルシアよりも豊かで，貧しい者に施し
を行い，しかもイーサすなわちイエス・キリストを崇める。こうした記述自体が事
実と異なるわけではない。しかしこうした表象はヨーロッパのキリスト教徒のイコ
ノロジーにおけるプレスター・ジョンPresterJo㎞のイメージと重なるであろう。
プレスター・ジョンの手紙という文書，そしてマルコーポー口，マンデヴィルによ
るその記述と。彼はそこでは，異教徒たちを支配するキリスト教徒の王とされてい
るのである。もちろんムガール王が伝説に言うプレスター・ジョンとは異なる存在
であることは読者にとって自明なことだろう。しかし，こうしたイメージは厳密に
一致する必要はないのであり，彼らは「それらしきもの」として仮託する存在をそ
こに兇出すことで，既知の知識体系の真実性を確認するのである。そのイメージを
補強するのが，第二のパンフレットにある，アクバルが魔法を使ったという挿話で
あり，ムーアの王が密かにキリスト教に改宗したという物語である。
　このような伝統的知識体系を保証する一一方で，コリヤットは土地の言葉を身につ
けるという態度を示した。彼が身につけた言葉は，現地の人間との関係に新しい展
開を見せると想像できる。ただ彼の意識には，古典的な知識が確固としてあり，そ
の言語が彼にどう影響を与えたかは明らかではない。しかし彼はムガール支配下の
民衆の言語がペルシア語ではないということを確かに「発見した」のである。
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lO. Coryat, 1616, p.6. 
11. Foster, p.284. 
12. Coryat, 1616, pp.6-7. 
13. Ibid. p.11, 
14. Ibid. Vr (Ur) I~~~:~E~) Orfah. 
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15．これは母への手紙の中の記述である。
！6．しかし彼が挙げるのは聖書のほかはギリシア，ラテンの著作かの作品である。マルコーポー
　　口やマンデヴィルは引用されない。ホウィティカー宛の手紙に付された詩の中で，わず
　　かにマンデヴィルの名が挙がっているだけである。
17．DeteeはDelhiのこと。
18．Coryat，1616．p．18．一・妻多夫の習俗はチベット系民族だけでなく，ヒマラヤ］．1脈印に広がっ
　　ていたのかもしれない。
19．lbid．P．13．
20．Foster，pp．264－265．なおタンバレインはティムールTimurのこと。
21．コリヤットはムガールの国土をIKi㎎dom’，君主を‘K1ng1もしくはIPrince1と記述している。
　　‘Mughaザ‘Emperer1という用語はいつからどういう理由で使われるようになったのだろう
　　か。
22，lbid．PP．王3－14．
23．1bid．P．26．Norma1は，おそらく，ヌール・ジャハンーンNur　Jahan（阯界の光）として知
　　られる女性。美貌と，政治を動かしたことで有名。
24．Ibid．p．284．エドワード・テリーの言葉。
25．Coryat，1616．p．ユ6．
26．1bid．P．17．
27．1bid．P．23．
28．サー・ロバートはイングランドからの大使ではなく，個人的にペルシア王に使えていた
　　人物と、留、われる。彼もある種の胃険者であったのだろう。レイディ・シェリーとその侍
　　女たちははこの地方を訪れたイングランド女性として確認できる恐らく最初の人物であ
　　るらしい。
29．Coryat．1616．p．26．
30．Fosterはこの圃について，「生きてmy　nextboo虻を蕃くことがなかったコリヤットのため
　　に，出j版者がこの象に乗ったコリヤットという画を挿入させたのだ」と取れる記述をし
　　ているが，出版された1616年には彼は存命であった。また，この画の申に鞍や象使いが
　　描かれていないことから，これが「象に乗る」ことに無知な人物によって描かれたと考
　　えられる。
31．Co！1yat，16玉6．p．31－32．
32．Foster，P．265．
33．1bid．p．269．
34．lbid．PP．271－275．
35，1bid．p．271．更に，コリヤットは覚書の中にムガールの王が密かにキリスト教に改宗した
　　という挿話を記している（Foster，p．280－282）。これはジェスイットの問に知られた話で，
　　おそらくモンセラーテのような，アクバルが催した宗教論争に参加した宣教師らの閥か
　　ら生まれた伝説であろう。アクバルは各宗派に論争させ，優れた教義を統合させた新宗
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